
1 　8番 １．町立病院運営につい （１）院外処方、その後の検証 病院事務局長

森本　　守 　て （２）透析患者数と設備予定は

２．防災について （１）避難所の選定 町長

（２）洪水予想マップ (5月30日徳新より) 副町長

（３）土のうと自主防災 企画総務課長

３．福祉センターに設置の （１）昨年7月質問、その後どうなっているのか 町長

　垂れ幕について （２）野上新町長の見解は 副町長

企画総務課長

４．県道新浜勝浦線につ （１）中山～星谷の間の危険箇所について 町長

　いて （２）不要な道幅とごみの問題 副町長

（３）道路パトロール車の仕事 建設課長

住民課長

答弁者
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２ 　9番 １．子どもの通学路の安全 （１）大阪での地震による痛ましい児童死亡事故の教訓を生か 町長

井出　美智子 　対策を 　して安全対策を 副町長

　　①通学路の点検はしたのか
教育委員会
事務局長

　　②老朽家屋等の調査はしっかりしたのか 建設課長

　　③今後の取り組みは

２．主要農作物種子法廃 （１）今年の4月1日をもって主要農作物種子法が全面廃止され 町長

　止について 　た。都道府県や農家への説明なしに唐突に行われた。 産業交流課長

　日本の食と農業を脅かす種子法廃止について町長の見解

　を問う

３．空き家をもっと利用し （１）空き家改修とその利用状況は 町長

　やすく 　　①高齢者が、死亡したり、施設に入ってしばらくすると、荒 建設課長

　　  れてすぐには貸せない。事前に希望調査をしたり、掃除 産業交流課長

 　　 や片付けを代行して、家賃で改修する等の制度を作った

　　  らどうか

４．介護保険料・利用料の （１）第7期の介護保険料が、月額5,800円から6,900円に引き 町長

　負担軽減を 　上げられた。滞納は、増えていないのか 福祉課長

　　①第6期（平成27～29年）及び第７期（平成30～32年）の

　　  基準月額に係る県下自治体の比較水準

（２）高すぎる介護保険料を払えない人を救済できる制度はな

　　いのか

　　①徳島市では所得、貯金などの少ない人を対象に軽減

　　　措置をとっている。勝浦でもできないか

　　②国の境界該当層の負担軽減

　　③自治体が条例で基準を決めている申請減免
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答弁者



３ 　7番 １．安心・安全のまちづくり （１）防災対策について 町長

国清　一治 　　①南海トラフと防災訓練 副町長

　　②消防常備化と組織の再編 企画総務課長

　　③道路、橋りょうの整備 建設課長

　　④自主防災組織と防災士会

２．産業振興のまちづくり （１）基幹産業について 町長

　　①みかんブランド化の成熟度 産業交流課長

　　②協力隊のアグリサポート

　　③産業振興対策事業の概要と新設

３．観光・交流のまちづくり （１）インバウンドの検証と推進 町長

（２）協働のまち「行政連絡員」 副町長

企画総務課長

産業交流課長

質　問　者
質問
順位
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４ 　1番 １．危険な老朽家屋対策 （１）実態調査は 町長

仙才　　守 　について （２）課題と対策について 副町長

（３）条例の制定について 建設課長

企画総務課長

２．病院改築の設計につ （１）業者選定について 町長

　いて （２）病院と包括支援センター、介護、保険福祉との連携対応 企画総務課長

　について
地方創生推進
室長

３．救命士詰所の電話に （１）対応が遅い　現状認識は 町長

　ついて （２）応急処置が必要では 副町長

企画総務課長

４．情報公開について （１）議案のインターネット公開について 町長

（２）議案説明資料の公開について 副町長

企画総務課長

５．光ケーブルの料金改 （１）アンケート結果について 町長

　定について （２）料金体系について 副町長

企画総務課長

答弁者
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５ 　3番 １．ブロック塀の安全対策 （１）6月の大阪北部の地震で、ブロック塀が倒壊し大きな被害 町長

美馬　友子 　を 　や事故が起きた。施設緊急点検を実施した結果は 副町長

（２）所有者に点検のお願いを 企画総務課長

（３）ブロック塀の点検のチェックポイントなど広報しては 建設課長

教育委員会
事務局長

２．女性の生涯サポートを （１）産後2週間後の検診助成を 町長

　少子化や核家族が進行する中、安心して子どもを産み育て 福祉課長

　ることができるように、妊娠から出産、子育て期まで切れ目の

　ない体制が必要である。早期産後ケアの充実で育児うつや

　お乳ケアのフォローのために産後2週間後の産科受診の検

　診費助成をしては

（２）乳がんセルフチェックの普及を。

　乳がんは、自分のセルフチェックでの発見が60％。リーフレ

　ットの普及を

（３）子育てガイドブックの活用を

３．職員の教育体制の充 （１）町内担当地域研修が始まった。地域の課題やニーズを把 町長

　実を 　握し出前講座につなげては 企画総務課長

（２）新病院の管理体制はどうなるのか 病院事務局長

（３）看護サービスの質向上を

質 問 の 要 旨質　問　者
質問
順位

件　　　　名 答弁者
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６ 　2番 １．沼江バイパス着工へ （１）用地交渉後のスケジュール 町長

松下　一一 （２）西側土捨て場の交渉は 建設課長

（３）地元に経過説明をすべきでは

（４）排水対策は東西両方の埋め立てを前提に

（５）バイパス南側に上水道が必要

（６）ローソン東側県道の浸水対策を

（７）沼江谷川の土砂撤去を

２．土地の有効活用 （１）地籍調査 町長

　　①坂本、生名地区の次は 建設課長

　　②未確定地はあるのか

　　③将来トラブルの心配は

　　④赤線、青線の抹消は可能か

（２）農地の売買 町長

　　①農地取得に50ａのかべ 産業交流課長

　　②相続贈与にも50ａのかべはあるのか

　　③町外の人が取得する要件は

　　④山林化原野化した農地売買の柔軟化は出来ないか

　　⑤売買成立後の転売、換地にしばりは必要か

　　⑥県農業委員会に対し、50ａ条件を縮小するよう要望すべ

　　  き

　　⑦相続出来ていない又は出来ない農地の売買、賃借は

　　⑧時効による取得

３．災害防止への対応・対 （１）町営土捨て場が必要 町長

　策 （２）勝浦川の堆積土砂の撤去 企画総務課長

（３）災害時における他市町村との連携 建設課長

（４）未経験作業への不安は

（５）潜水士、ボートの確保は

４．町有財産の運用 （１）畜産団地 町長

　　①老朽化した施設の今後 産業交流課長

　　②初期の契約内容に問題点はないか 税務課長

　　③施設の固定資産評価額は

（２）沼江櫛渕土地改良区内の用地活用

　　①基本的な考え

　　②小松島市との境界

　　③用地の確認が必要
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７ 　5番 １．教育行政について （１）教育長不在による教育行政の停滞 町長

松田　貴志 （２）勝浦町教育基本方針について
教育委員会
事務局長

（３）学校運営協議会制度の導入に向けて

（４）教員の超過勤務の実態と負担軽減への取り組みは

（５）部活動指導員の配置を

（６）学力向上に向けた取り組みは

（７）授業時間確保に向けた方針は

（８）小松島西高校勝浦校との連携は

（９）阿南方面への通学バスの現状と今後の方針は

２．定住人口増加に向け （１）宅地造成の現状は 町長

　て （２）今後の展開は 建設課長

３．防災体制の充実強化 （１）西日本豪雨災害への認識と今後の課題は 町長

　を （２）きめ細かな情報発信を 企画総務課長

（３）地域で支えあう体制づくりを

（４）消防団員「応援の店」等、優待制度の創設、啓発を
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８ 　4番 １．災害対策について （１）生名谷川バックウォーター対策について 町長

麻植　秀樹 （２）水防監視カメラの増設について 企画総務課長

建設課長

２．安全安心対策につい （１）生比奈小東側の歩道の進捗状況について 建設課長

　て

答弁者
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9 　10番 １．防災対策（豪雨災害） （１）橋の長寿命化計画の進捗状況 町長

大西　一司 （２）砂防堰提の計画、建設予定 建設課長

（３）生名谷川はき出し口、バックウォーター対策 企画総務課長

（４）樫渕の地すべり対策事業の進捗状況

２．ふるさと納税 （１）現状と今後の取り組み計画 町長

副町長

企画総務課長

3.アグリサポート事業 （１）現在の実施状況 町長

（２）今後の取り組み計画 産業交流課長

4.教育委員会運営 （１）教育長就任の見通しについて 町長

5.県道改良工事 （１）沼江バイパス3期工事の取り組み計画 町長

（２）生比奈小学校東側通学路工事計画 建設課長
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